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愛知県の田畑輪換圃場では，水稲－コムギ－ダイズの輪
作が行われている。2000 年代初頭より，当地では 6 月下旬
から 11 月ころまでのダイズ栽培において帰化アサガオ類が

（平岩ら 2007; 徐 2007），また，晩秋から初夏のコムギ栽
培ではネズミムギが問題化し（徐 2011），今に至っている。
コムギの登熟期になると圃場の所々に鮮やかな青色の花が
咲き驚いた（図 -1）。その後，これがヤグルマギク（矢車菊 
Centaurea cyanus  L.）であることがわかった。当地では，様々
な帰化雑草が侵入していたことから（徐 2007, 2009），ヤ
グルマギクもこれらといっしょに侵入してきたものと考えら
れる。　

ヤグルマギクはキク科の一年生雑草で，原産地は地中海の
バルカン半島（清水ら 2001）。元々はムギの雑草で，観賞
用に品種改良が行われ，日本には明治年間に入ってきた（清
水ら 2001）。ドイツ，マルタ，エストニアの国花でもある。
現在，雑草として問題化しているのは，埼玉県や長野県の麦
単作の連作圃場である（青木ら 2014; 関口 2014）。一方，
愛知県などの水稲との輪作体系コムギ圃場では，その発生は
散見する程度で大きな問題には至っていない。これには，後
述するようにヤグルマギクの種子は湛水条件で死滅しやすい
ことによる。
■ヤグルマギクの生育パターンと形態的特徴

埼玉県でのヤグルマギクの出芽は 9 月～ 11 月，ロゼット
状で越冬し，早春に茎立ちし，開花結実は 4 月～ 6 月である。
生育経過がムギと類似していることから防除が困難であり，
蔓延しやすい（関口 2014）。

茎は直立し，分枝も多く茎葉は細い（図 -2）。コムギ畑で
は，草高はコムギの穂よりもやや高い（図 -1）。茎の先端に
直径 5cm 程度の青色や赤色の筒状花を着ける。茎が細く倒
れやすいのでムギの倒伏にも影響する。
■防除法
除草剤：一般に播種後の土壌処理剤は効果が低い。しかし，

生育期の茎葉処理剤ではアイオキシニルやベンタゾンで効果
が高い（青木ら 2014; 関口 2014）。
耕種的防除：ヤグルマギクでは湛水処理による種子の死滅

効果が高い。また，麦収穫後の不耕起状態でも種子の死滅が

高まる（青木ら 2014; 関口 2014）。
ヤグルマギクは，湛水条件で種子の死滅効果が大きいこと

から，水稲との輪作体系では大きな問題となることはないと
考えられる。しかし，水稲との輪作をしないダイズ－ムギ，
またムギ単作では蔓延となることが予想されるので，このよ
うな地帯では注意が必要である。
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図 -１　コムギ畑での開花中のヤグ
ルマギク（2008年5月上旬，
愛知県安城市）

図 -2　ヤグルマギクの成植物（2008
年 5月上旬，愛知県安城市）
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「隣人は静かに笑う」という 1999 年のアメリカ映画があ
る。主人公は，FBI 捜査官だった妻を殉職で亡くし，一人で
子育て中のテロリズム史を研究する大学教授。妻への慕情と，
その死のことで FBI に対するアンビバレントな感情を引き
ずっている。その主人公が，謎のテロ組織に属しているらし
い隣人にはめられ，FBI 本部爆破犯に仕立てられていくとい
う恐ろしくも不気味な映画だ。巧妙な布石を積み重ねるシナ
リオは，偶然なのか計画的なのかといった憶測を誘う絶妙な
展開で進む。そして最後は，当初の目的のために，すべてが
あらかじめ仕組まれていたかのような大団円を迎える。これ
ほどまでの奸計がありえるのかという印象を後に残して。
そんな映画を思い出させたのは，つる植物の生態について
考えている中でのことだった。つる植物は，考えてみれば不
思議な存在だ。つる植物（写真 -1）という特定の分類群が
あるわけではなく，いろいろな分類群に散在している。しか
も巻くつく様式も，フジ（写真 -2）やアサガオのように茎
が巻きつくものもあれば，ゴーヤ（写真 -3）やキュウリの
ように巻きひげで巻きついて登っていくものもある。あるい
は棘でからみつくイバラ，吸盤で吸いつくツタもある。ゲー
テの臨終の言葉といわれる「もっと光を！」ではないが，い
ずれも光合成をするための光を求めて上へ，横へと茎と葉を
伸ばすための適応を追究した結果である。
これは，広い意味での収

しゅうれん

斂進化と言えなくもない。収斂進
化とは，系統的には遠いのに，同じ生態的地位 ( ニッチ ) に
適応した結果として，形態がよく似ている現象である。たと
えば魚竜とサメとイルカを思い浮かべていただきたい。魚竜
は古生代の爬虫類，サメは魚類，イルカは哺乳類だが，海洋
中を高速遊泳することに適した同じ流線型をしている。現生
動物どうしでは，哺乳類の有胎盤類と有袋類の収斂進化は高
校生物の教科書の定番だろう。有胎盤類のいないオーストラ
リアでは，旧大陸で有胎盤類が占めている生態的地位を有袋
類が占め，その生態と形態まで収斂しているのだ。意表を突
くところでは，高速飛翔をするアマツバメの鎌型の翼と，高
速遊泳をするマグロの，やはり鎌型の尾ひれも，収斂進化の

一例である。
このような自然界の解決法（適応）の類似を，自然淘汰の
威力と見るか，共通部分の多いゲノムにできることの制約内
での創意と見るかは意見の分かれるところだ。もっとも後者
の見解にしても，自然淘汰の威力は認めつつも，できること
は限られている結果だとしているのだから，門外漢にはどち
らも五十歩百歩に見えなくもない。
じつは，自然淘汰説の提唱者であるチャールズ・ダーウィ
ンは，つる植物を観察し，二冊の著書を残している。『攀援(は
んえん ) 植物の運動と習性』と『植物の運動能力』の二冊で
ある。ダーウィンは，つるや巻きひげの旋回運動などを観察
した。
ダーウィンの観察は，植物個体の運動能力に関するもの
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写真 -1　アパートの壁面を覆い尽くしたつる植物
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だった。しかしもちろん，野生生物はその生息環境の中で，
他の生物と相互作用をしながら生きていかなければならな
い。もちろんダーウィンとて，そういう視点がなかったわけ
ではない。環境あるいは他の生物，さらには同種個体との相
互作用によって生じる生存繁殖率の違いこそが，自然淘汰説
の根幹なのだから。
ダーウィンの慧眼は，ナチュラリストとしての観察力に
よって養われた。最近，同じくナチュラリストならではの面
白い研究成果を見つけてうれしくなった。それがつる植物の
研究だったのでなおさら。
弘前大学の山尾僚さんは，前々から，道端のヤブガラシや
ノブドウを観察していて，それらの植物個体の巻きひげが自
分自身には巻きつかないことになんとなく気づいていたとい
う。たしかに，自分の体に巻きついていたのでは，こんがら
がってしまいうまく成長できないばかりか，光合成にも不都
合をきたしかねない。当たり前といえば当たり前だが，不思
議なことに，このことをきちんと確かめた研究はなかったよ
うだ。そこで山尾さんは東京農工大学の深尾祐也さん（現在
は東京大学）といっしょに，ヤブガラシを材料に，自分の葉
と他個体の葉への巻きつき方の程度の違いを調べることにし
たという。
結果は明らかだった。実験開始後 23時間の時点で比較し
たところ，自分の茎には 50%の割合で巻きつかなかったの
に対し，同種の他個体の茎に巻きつかなかった割合は 20％
ほどでしかなかった。しかも巻きつき方でも差が出た。しっ
かりと巻きついたのは，自分に対しては 10％弱だったのに
対し，他人には 40％だったのだ。さらに興味深い発見は，
根でつながっている株どうしは自分（自株）として認識する
（巻きつき方に差がない）のに対し，その根を切り離したと
たん，完全な他人（他株）として認識し始めるということだっ

た。つまり同じクローンでも，いったん絆が切れたら赤の他
人扱いになるというのだ。どのようなメカニズムによるもの
なのか興味深いところだが，それはまだ解明されていない。
ヤブガラシはブドウ科だが，山尾さんはその後の研究で，
ウリ科のゴーヤやキュウリでもこの自他識別を確認している
ようだ。
一方の深尾さんは，ヤブガラシが他種を見分けるシグナル
を発見した。それは，ヤブガラシの葉が多量に含んでいるシュ
ウ酸化合物だった。この発見のきっかけは偶然だったという。
ヤブガラシの巻きひげは，カタバミの葉に巻きつかないこと
に気づいたのだ。カタバミの葉にも多量のシュウ酸が含まれ
ている。カタバミの葉を噛むと酸っぱいし，しぼり汁を十円
玉につけるとピカピカになることはよく知られている。どち
らもシュウ酸の効果である。
この発見をきっかけに，シュウ酸の含有量の異なる植物の
葉で巻きつけ実験をしたところ，シュウ酸含有量の多い植物
ほど，ヤブガラシの巻きひげは巻きつかなかったという。と
いうことは，ヤブガラシの巻きひげは，シュウ酸を感知する
何らかのセンサーを備えているということだ。ただしこの発
見では，ヤブガラシが絆の切れたクローン個体を他人と認識
する仕組みは説明できない。それについてはまた別の仕組み
があるのだろう。
道端の雑草のなにげない観察から，植物の自他認識という，
まるで動物のような能力が浮上してきた。それは，つる植物
に組み込まれている適応の一つなのだ。つる植物は隣人を圧
倒して光を独占するために，そのような戦略を身につけたの
だろう。ここでまた先の映画の隣人が浮かべる，すべてを見
通したような不気味な笑いを思い出した。もちろん，自然界
のそこここに見られる精妙な “奸計 ”をめぐらしたのは自然
そのものなのだが。

写真 -2　トリノで見かけたみごとなフジ 写真 -3　わが家のゴーヤ


